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１． 主旨 

地球温暖化問題は２１世紀の人類にとって最も深刻な課題であり、環境と経済の

両立を図りつつ、温室効果ガスの排出を大幅に削減し、気候変動に伴う環境被害へ

の対策に取り組む必要がある。 

 低炭素社会を実現するために、当面は、更なる省エネ技術の開発や新エネルギー

の本格利用などに向けて、環境エネルギー技術開発を加速することが重要である。さ

らに、中長期的には、地球温暖化問題の根本的な解決に向けて、温室効果ガスの排

出をゼロに近づける革新的な技術開発を推進する必要がある。 

総合科学技術会議では「環境エネルギー技術革新計画」を策定することとし、計画

案検討のための WG を設置する。 

 

 

２． 検討内容 

 昨年わが国が提案した、2050年までの世界全体の温室効果ガス排出半減等、抜本

的な地球温暖化対策を実現する「環境エネルギー技術革新計画」を策定するため、

以下の事項を検討する。 

１） 温室効果ガス排出削減技術等、地球温暖化対策に大きな効果が期待できる技

術の選定と、開発ロードマップ、技術的課題、研究開発目標（例、温室効果ガス

排出削減ポテンシャルなど）等の設定 

２） 社会への普及策と必要なシステム改革のあり方 

３） 技術の国際展開、および国際貢献策 
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４． スケジュール 

２月下旬 第１回 WG（検討の進め方） 

３月  第２回、第３回 WG（ヒアリング、環境エネルギー技術の選定） 

（３月下旬 総合科学技術会議において中間報告） 

４月  第４回、第５回 WG（推進方策について） 

５月上旬 第６回 WG（環境エネルギー革新計画案の取りまとめ） 

５月中 基本政策推進専門調査会に報告し、総合科学技術会議にて決定 

 

計６回 開催予定 


